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2）　文明標準については、近年のステータス研究も含めて佐藤信「Gerrit W. Gong, 












で 4）1896年（明治 29）年 10月から臨時葉煙取扱所建築部技師として大蔵省に




















































































































































































雑誌』第 2巻 5～ 7号（1919年））。

























































































































































れ 100点満点（課題 15点、意匠 50点、製図 15点、構造 10点）で採点して
合議で賞を擬するというものであった。審査途中で採点基準が決定される等事








都法 61 巻 2 号（2021 年 1 月） 139
したが、コンペの形式に問題があったことは十分に理解されていただろう。



































































































55）　黒田鵬心「実際問題としての建築」（上・下）『国民新聞』1910年 10月 4～ 5日。
やはり『建築雑誌』に転載された。もっとも黒田は匿名である以上審査員もコンペ
に参加してよいという立場を採る。









































































































































































































　 “The time has passed, however, when any serious plea can be put forward for 
the continuation in modern buildings of the type of architecture practised in 
the past. […] Modern developments, and modern requirements […] all demand 
methods of construction and arrangement, to supply which little or nothing 
72）　同上、26頁。
73）　関厳二郎「赤裸々にしたる議院建築問題」『読売新聞』1911年 1月 31日。
都法 61 巻 2 号（2021 年 1 月） 151
can be borrowed or adopted from the old Japanese type of architecture.  This 
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112）　1921年 3月 24日、『第四類第一号　請願委員会議録』第 9回。


























































































































drik Petrus Berlage（蘭）、Koloman Moser（墺）、Ivar Tengbom（瑞）となっており、
国籍構成は確かに戦勝国・中立国ではあるが、網羅的ではない。
122）　1926年 12月 7日（8日着）、幣原宛石井電報、『国際連盟議事堂建築一件』。
都法 61 巻 2 号（2021 年 1 月） 167
てられてゆく。
おわりに
　象徴はその表現を伴って初めて象徴たり得る。そして亦、これら象徴は如何
に表現されるか――換言すれば土着化されるか――によってその意味内容を変
化させる。そこで象徴の理解にはその表現されるメディアを深く読み解くこと
が不可欠であり、本稿はエデルマン（Murray Edelman）ら政治象徴論の先駆
者たちと同様、建築物というメディアを通してこれを試みたものである。象徴
はその始原を国家や政界に持ってもその外に作用し乱反射する。本稿が示した
のも、国威や民主といった議会主義と不可分な象徴が民主化の時潮と絡み合い
ながら建築界を始め議事堂建築に関するアクターを方向付け、その乱脈の末に
現在も残る議事堂を用意したことであった。これらの象徴が今後の議事堂や議
会を如何に文脈付けてゆくのか、亦今や忘れられた政治における象徴の研究を
如何に再訪することができるか、探究は未だ緒に就いたばかりである。
　本論文は科研費（13J09147, 17K18546）の成果の一部である。

